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解 答
北 直射日光が箱の内部にさしこまないようにするため。[１] 問１ 方角 理由

ア ウ ウ イ ウ ４０４０００問２ 問３ 問４ 問５ (a) (b) 問６

エ 二酸化炭素・日光 酸素[２] 問１ 問２ 外から取り入れているもの できるもの

イ １４ １０問３ 問４ 問５

ウ エ ９２.５ ３.７５ ６[３] 問１ 問２ 問３ 問４ 問５

４４ ２０ １６ ２４ ４８[４] 問１ 問２ 問３ 問４ 問５

解 説

[１] 陸地と海で蒸発する水の量の和と降る雨の量の和は等しいので，海洋に１年間に降る雨の量は４０４０００問６

（６２０００＋４５００００－１０８０００）です。㎦

[２] 実験①・④で減った水の量の和と，実験②・③で減った水の量の和は等しいので，Ａ＝１４と求まります。問４

実験①～④から，葉の表側・裏側・くきからの１０時間の蒸散量はそれぞれ，１２ ，１６ ，２ とわ問５ 安 安 安

かります。また，実験⑤で，一部を切り取った葉からの１０時間の蒸散量は１４ （１６－２）です。このう安

ち，葉の表側・裏側からの蒸散量の比は３：４（１２：１６）です。したがって，実験⑤の葉の表側にワセリ

ンをぬって実験を行うと，１０時間で減る水の量は１０ （２＋１４×－）になります。安
４
７

[３] 混ぜる前と混ぜた後の全体の重さが等しいので，気体が発生しても全体の重さは変わらないことになりま問１

す。これを，質量保存の法則といいます。

容器内で発生した気体は二酸化炭素です。二酸化炭素を水にとかすと酸性の炭酸水になります。二酸化炭問２

素などの気体は，水温が低いほど水によくとけるので，ＢＴＢ液の色は冷やしても黄色のままです。

石灰石１ｇから０.４ｇ（９１－９０.６）の二酸化炭素が発生します。石灰石５ｇ以上を加えたとき，問３・４

発生した二酸化炭素が１.５ｇ（９５－９３.５）より増えないことから，塩酸１０ と過不足なく反応する石安

灰石の重さは３.７５ｇ（１.５ｇ÷０.４×１）で，Ａの重さは９２.５ｇ（９４－１.５）です。

とけ残った石灰石２.２５ｇ（６－３.７５）をすべてとかすのに必要な塩酸は６ （１０× ）で問５ 安

す。

[４] 表１から，このばねは自然長が１０㎝で，４ｇの力で１㎝のびることがわかります。したがって，棒の重問１

さは４４ｇ（(８.５＋２.５)×４）です。

おもりＢ１を水にしずめたとき，ばねにかかる力は１６ｇ（(１４－１０)×４）です。したがって，この問２

ときおもりＢ１が受ける浮力は２０ｇ（３６－１６）です。

問２から，１ の物体が水中で受ける浮力は１ｇであることがわかります。ばねにかかる力は２４ｇ問３ 安

（５４－３０）なので，ばねは６㎝（２４×－）のびます。１
４

ばねにかかる力は１２ｇ（(１３－１０)×４）で，そのうち４ｇは棒の重さによるものです。残りの８ｇ問４

は，点Ｏにつるしたおもりの重さによるもので，点Ｏにつるしたおもりの重さは，ばねと糸に１：２の比でか

かります。したがって，点Ｏにつるしたおもりの重さは２４ｇ（８×３）です。

ばねにかかる力は１２ｇで，そのうち４ｇは棒の重さによるものです。残りの８ｇは点Ｏにつるしたおも問５

りの重さによるものです。おもりは１４ｇの浮力を受け，残りの１０ｇ（２４－１４）のうち，ばねに８ｇ，

糸に２ｇの割合でかかります。したがって，ＰＱを１：４に分ける，Ｑ点から４８㎝（６０×－）の位置にお４
５

もりをつるしたことになります。
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